
代表者
役職・氏名

団体所在区

主な活動場所

電話番号

メールアドレス

ＨＰアドレス

設立年月 　　平成　２９年　１１月

設立目的

活動内容

活動実績

■  1　保健、医療、福祉の増進 □

□  2　社会教育の推進 □

□  3　まちづくりの推進 □

□  4　観光の振興 ■

□  5　農山漁村又は中山間地域の振興 □

□  6　学術、芸術、文化又はスポーツの振興 □

□  7　環境の保全 □

□  8　災害救援活動 □

□  9　地域安全活動 □

□

13　子どもの健全育成

赤十字との連携による献血推進運動
代表自らの体験を基とした講演会
ボランティアによる学習サポート
各種イベントの実施
募金活動のチャリティーイベント
札幌発寒イオン幸せの黄色いレシート運動
退院した家族の交流
病院へのボランティア訪問

　闘病による入退院での学習の遅れ、感染の危険性、いじめなどによる不登校を対象とした子どもたちへの学習サポートの活動をしています。幼児・小中
高校生の子どもたちの学習面を支える勉強サポートチームを結成し、チームの大学生や社会人(現役高校教師・元教員)が自宅やレンタルルーム、またオ
ンラインによる指導も取り入れ勉強を教えています。 また、保護者やきょうだいの交流を深めるイベントの実施を行い、今までできなかった体験ができる
ことを念頭に活動しています。 ボランティアの募集要項として教育に携わって来られた方をメインとし、サポートしている現状です。ボランティアと触れあう
ことにより、学習だけではなく社会との接点、気分転換やストレスの軽減に力添えしたいと活動しています。 "できる"が増えることで自信を生み、精神面
での意欲アップ、さらに勉強への焦り、不安感の解消に繋げていきたいと思っています。 将来に向けて成長して行く子どもにとって欠くことの出来ない活
動です。 子ども一人一人に合った年間スケジュールを組み、体調に応じて臨機応変に対応をしています。
　また、ファミリーハウスを利用した患者家族の声を聞き、患者の立場に立った日本ではまだ一つもない新しい形の体感型・勉強託児施設を併設したファ
ミリーハウスを作ることを目標に活動しています。2018年からは北海道情報大学 情報メディア学部の全面協力を得て体感型アート（プロジェクションマッ
ピング）を製作し、「何かを創造する事が楽しいという体験を通して、入院している子どもたちが一時でも痛みを忘れ楽しむ」という研究を続け、ファミリーハ
ウスに取り入れる事を目標に活動しています。外出できない子どもたちを映像の力で浜辺に連れて行き、打ち寄せる波で遊ぶ体験、お魚の絵を書いて海
の中で泳がせる体験などをしています。

19　前掲の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助

　　様式　２

令和　４年　８月　３１日　現在　　

（フリガナ）トクテイヒエイリカツドウホウジン ユウシャノカイ

　代表理事　阿部 美幸

　札幌市西区

団体概要書

　札幌市

　特定非営利活動法人 勇者の会

　https://yusyanokai464923.wixsite.com/yushayusha

　　令和　４年　８月 活動開始年月

12　男女共同参画社会の形成の促進

　（　０９０　　）　２０５６　-　５３３９　　　　

10　人権の擁護又は平和の推進

11　国際協力の活動

団体名

【活動風景】

14　情報化社会の発展

15　科学技術の振興

16　経済活動の活性化

17　職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

活動分野

この法人は、小児がんの子どもたちとその家族を支援するため、小児がんの子どもたちへの
学習機会の提供、子どもたちやその家族の交流の場を提供することで、小児がんの子どもと
それを支える家族の精神的負担の軽減を図り、充実した生活を未来につなぐことのできる社
会づくりに寄与することを目的とする。

　yusyanokai464923@gmail.com

18　消費者の保護を図る活動


